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2－2 廃棄物処理計画の策定

三重県では、平成9（1997）年に「廃棄物総合
対策」を策定し、一般廃棄物とともに産業廃棄物
を通じた適正処理のための施策を推進してきまし
た。

その後、平成12（2000）年の廃棄物処理法の
改正で、都道府県は廃棄物の減量その他適正な処
理を推進するため、「廃棄物処理計画」を定める
こととされました。

このため、廃棄物を取り巻く実態なども踏まえ
て、平成16（2004）年３月に「三重県廃棄物処
理計画」を策定しました。

本計画では計画の目指す基本的な方向を次のと
おり定めています。

１ 環境経営の推進による社会基盤の充実
２ 持続可能な資源循環の実現
３ 安全・安心な廃棄物処理の確立

廃棄物処理計画の目標値
（目標年度：平成22年度）

産業廃棄物
・排出量 3,650千ｔ

（平成12年度3,267千ｔに対して増加を12％
に抑制）

・再生利用率 42％（平成12年度35％）
・最終処分量 170千ｔ
（平成12年度345千ｔに対して半減）

2－3 産業廃棄物の減量化とリサイクルの推進

（1）企業及び排出事業者等への支援
産業廃棄物税を財源として、企業間連携による

再資源化に向けた取組や、排出事業者による発生

抑制・再生・減量化の研究、技術開発に対する支
援等を行っています。

なお、平成17（2005）年度産業廃棄物の処理
実績に基づく、平成18（2006）年度の税収は約2
億5千万円でした。

（2）環境保全型畜産の推進産業
地域と調和した畜産経営の健全な発展を図るた

めの基礎調査として「畜産経営環境保全実態調査」
を実施しました。 （表１－１－７参照）

（3）公共事業における建設副産物の再生利用の推進
公共工事の実施にあたり、建設廃棄物の発生量

の抑制・適正処理とともに再利用を中心とする適
切な循環・処理系を形成することが求められてい
ます。

このため、三重県では地域単位に建設副産物対
策地区連絡協議会を設置し、啓発、情報交換を行
い、再生砕石、再生アスファルト等の利用を推進
しました。

（4）建設廃棄物の再資源化等の促進
建設リサイクル法に基づき、建設物の解体・新

築に伴い発生する特定建築資材廃棄物の分別と再
資源化を推進するため、必要な情報提供を行い、
再生資材の利用促進を支援しました。

（5）事業所や行政等と連携して取り組むグリーン購入
・グリーン購入を県内に普及させるため、平成

15（2003）年１月にその展開の母体となる企
業、団体、行政機関によるネットワーク組織

「みえ・グリーン購入倶楽部」を設立しました。
（平成20（2008）年３月末現在：参加組織数
117 うち企業環境ネットワーク・みえ会員
51）

・「みえ・グリーン購入倶楽部」との協働で、セ

表１－１－7 畜産経営環境保全実態調査（畜産に起因する環境問題発生件数）（平成19年度） （単位：戸数）

区 分

畜 産

畜 産 環 境 問 題 の 種 類

計
水質汚濁 悪臭発生 害虫発生

水質汚濁
と

悪臭発生

水質汚濁
と

害虫発生

悪臭発生
と

害虫発生

水質汚濁
悪臭発生
害虫発生

その他

豚 3 6 1 1 0 0 0 0 11
採 卵 鶏 1 6 6 2 0 1 1 2 19
ブロイラー 0 1 0 0 0 0 0 0 1
乳 用 牛 1 3 0 3 0 1 2 1 11
肉 用 牛 0 3 0 0 0 0 0 0 3

計 5 19 7 6 0 2 3 3 45












